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「
あ
す
へ
の
話
題
」 

第
十
三
回 

／ 

辺
境
の
ガ
ン
ジ
ー 

パ
シ
ュ
ト
ウ
ー
ン
族
は
人
口
約
４
０
０
０
万
人
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
人
口
の
約
５
割
）

と
パ
キ
ス
タ
ン
（
人
口
の
約
２
割
）
を
中
心
に
イ
ラ
ン
や
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
も
含
む
地
域
に
住

み
、
世
界
最
大
の
家
父
長
制
民
族
で
あ
る
。
パ
シ
ュ
ト
ウ
ー
ン
ワ
リ
と
い
う
厳
し
い
掟
で
知

ら
れ
、
中
で
も
「
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
」
の
復
讐
を
必
然
と
し
た
為
、
恐
れ
ら
れ
た
。

古
代
か
ら
武
勇
に
秀
で
る
民
族
で
も
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
を
驚
嘆
さ

せ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
英
国
植
民
地
化
を
妨
げ
、
旧
ソ
連
占
領
軍
撤
退
の
要
と
も
な
っ
た

が
、
近
年
は
タ
リ
バ
ン
の
汚
名
を
被
る
。
こ
の
民
族
に
非
暴
力
・
不
服
従
を
武
器
と
せ
よ
と

諭
し
、
希
望
を
与
え
、
奮
起
さ
せ
た
の
は
超
人
的
な
偉
業
だ
っ
た
。 

ガ
ン
ジ
ー
の
非
暴
力
・
不
服
従
の
政
治
思
想
と
手
法
は
、
世
界
中
の
植
民
地
解
放
、
民
主

化
、
公
民
権
運
動
に
影
響
を
与
え
続
け
る
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー

チ
ー
女
史
、
キ
ン
グ
牧
師
ら
が
知
ら
れ
る
が
、
ガ
ン
ジ
ー
が
心
か
ら
敬
愛
し
た
友
で
「
辺
境

の
ガ
ン
ジ
ー
」
と
呼
ば
れ
た
人
が
い
た
。
現
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
パ
シ
ュ
ト
ウ
ー
ン
族

出
身
の
カ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ガ
フ
ァ
ー
・
カ
ー
ン
氏
（
１
８
９
０
‐
１
９
８
８
年
）。
ガ

ン
ジ
ー
と
友
に
印
パ
分
離
に
反
対
し
た
た
め
、
独
立
後
は
母
国
の
迫
害
を
受
け
た
悲
劇
の
人

だ
っ
た
。
民
の
目
覚
め
は
教
育
と
女
性
解
放
に
と
尽
力
す
る
一
方
、
10
万
人
以
上
の
パ
シ
ュ

ト
ウ
ー
ン
人
を
動
員
し
て
非
暴
力
・
不
服
従
を
武
器
と
す
る
「
神
の
召
使
い
」
と
い
う
組
織

を
築
き
、
印
パ
独
立
運
動
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。 

パ
キ
ス
タ
ン
で
自
宅
監
禁
中
、
他
界
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
ア

フ
ガ
ン
戦
争
は
停
戦
と
な
り
、
数
万
人
の
葬
列
が
国
境
カ
イ
バ
ー
峠
を
越
え
て
延
々
と
続
い

た
。
平
和
を
知
ら
な
い
民
の
心
を
司
る
「
辺
境
の
ガ
ン
ジ
ー
」。
そ
の
化
身
到
来
を
、
唯
々
祈

る
…
。 
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